
1998年出土の木簡
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奪
∀
枷
墓

い
は
全
長
四
七

伽
の
大
き
な
も
の
で
、
左
上
に
穿
孔
が
み
ら
れ
る
。
左
下

一

部
が
破
損
し
て
お
り
、
ま
た
右
辺
は
二
次
的
に
削
ら
れ
て
い
る
。
両
面
に
文
字

が
記
さ
れ
て
お
り
、
裏
面
の
文
意
か
ら
、
耕
作
に
か
か
る
土
地
の
貸
し
借
り
に

か
か
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
意
味
は
判
然
と
し
な
い
。
し
か
し
耕
地
が

国
の
管
理
下
に
あ

っ
た
当
時
、
こ
の
契
約
に
は
末
端
の
行
政
機
関
が
関
わ

っ
た

こ
と
が
想
像
さ
れ
、
地
方
で
の
行
政
の
あ
り
よ
う
を
知
る
資
料
と
し
て
注
目
し

た
い
。

②
は
判
読
で
き
な
い
。
０
は
曲
物
底
板
に
書
か
れ
て
い
た
も
の
で
、
花
押
の

よ
う
な
も
の
か
。

な
お
釈
読
に
あ
た
り
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
の
方
々
の
ご
教
示
を
得
た
。

（小
寺
　
誠
）

丘倉

・
脳
路じ
腿
職

彦
第
四
地
点
遺
跡

筏
む

所
在
地
　
　
　
兵
庫
県
姫
路
市
朝
日
町

・
駅
前
町

調
査
期
間
　
　
一
九
九
八
年

（平
１０
）
人
月
―

一
九
九
九
年
三
月

発
掘
機
関
　
　
姫
路
市
教
育
委
員
会

調
査
担
当
者
　
中
川
　
猛

遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

（平
安
時
代
後
半
）、
城
下
町
跡

（江
戸
時
代
）、
姫

路
駅
駅
舎
跡

（近
代
）

遺
跡
の
年
代
　
弥
生
時
代
前
期
前
半
―
平
安
時
代
後
半
、
江
戸
時
代
、
近

代

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

姫
路
駅
周
辺
第
四
地
点
遺
跡

は
、
ほ
ぼ
姫
路
市
の
中
心
に
位

、

置
し
、
Ｊ
Ｒ
姫
路
駅
構
内
に
所

在
す
る
。
遺
跡
は
各
時
代
に
わ

た
る
複
合
遺
跡
で
あ
る
。
遺
跡

周
辺
に
は
市
之
郷
遺
跡
、
千
代

路

田
遺
跡
、
市
之
郷
廃
寺
、
播
磨

姫

国
府
推
定
地
で
あ
る
本
町
遺
跡
、

姫
路
城
跡
な
ど
が
あ
る
。
調
査
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は
姫
路
駅
周
辺
土
地
区
画
整
理
事
業
に
伴
っ
て
、　
一
九
九
四
年
度
か
ら
実
施
し

て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
調
査
の
順
に
従
い
、
各
調
査
地
点
を
第

一
―
第
四
地
点

と
仮
称
し
て
い
る
。
今
回
の
調
査
面
積
は
四
六
五
〇
ポ
で
あ
る
。

木
簡
が
出
土
し
た
の
は
、
第
二
遺
構
面
と
呼
ん
で
い
る
江
戸
時
代
の
城
下
町

の
遺
構
か
ら
で
あ
る
。
遺
構
は
石
組
み
溝
で
、
調
査
区
の
北
側
に
総
延
長
約

一

人
Ｏ
ｍ
を
検
出
し
、
幅
二
ｍ
深
さ
三
〇
―
五
〇
伽
を
測
る
。
こ
の
石
組
み
溝
は

姫
路
城
跡
の
南
部
外
堀
の
外
側
に
、
外
堀
に
並
行
し
て
計
画
的
に
造
ら
れ
た
も

の
で
、　
一
直
線
に
東
西
に
走
っ
て
い
る
。
石
組
み
は
深
い
と
こ
ろ
で
は
、
三
段

に
積
み
重
ね
ら
れ
て
い
る
。
溝
内
堆
積
土
は
上
層
と
下
層
に
分
け
ら
れ
、
下
層

は
出
土
遺
物
か
ら

一
七
世
紀
中
頃
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
、
外
堀
の
造
ら
れ
た

時
期

（
一
七
世
紀
前
半
）
と
若
千
時
期
差
が
あ
る
に
し
て
も
、
比
較
的
早
い
段

階
か
ら
姫
路
城
の
外
曲
輪
の

一
部
を
形
成
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
木
簡

が
出
上
し
た
の
は
石
組
み
溝
の
上
層
か
ら
で
あ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

札
と
し
て
使
用
さ
れ
、
目
的
地
で
あ
る
姫
路
に
着
い
た
の
ち
廃
棄
さ
れ
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。
「東
呉
服
町
」
は
、
遺
跡
か
ら
北
へ
三
〇
〇
ｍ
の
姫
路
城
外
曲

輪
内
に
所
在
す
る
。
木
簡
の
表
に

「姫
路
市
」
と
記
載
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
市

制
が
施
行
さ
れ
た

一
人
人
九
年

（明
治
二
一
し

こ
ろ
ま
で
石
組
み
溝
が
機
能
し

て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

な
お
木
簡
の
釈
読
に
あ
た
っ
て
は
、
兵
庫
県
立
歴
史
博
物
館
の
小
林
基
仲
氏

の
ご
教
示
を
得
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（中
川
　
猛
）

硼
　
。
「播
州
姫
路
市
東
呉
服
町

永
井
彦
蔵
様
行
　
　
　
　
」

・
「　
　
因
州
八
頭
郡
篠
坂
村

弐勧）部
岡
□
藤【醜
蛇
之
」

木
簡
は
短
冊
型
で
、
柾
目
材
を
使
用
し
て
い
る
。
「因
州
人
頭
郡
篠
坂
村
」

は
現
在
の
鳥
取
県
人
頭
郡
智
頭
町
大
宇
篠
坂
に
あ
た
る
。
お
そ
ら
く
荷
物
の
荷

μ
Ｎ
６
×

伽
６
×

Ｐ
ｏ
　

ｏ
Ｐ
脚

Л
ブ
汗

経
れ
滲
猛
核

載
銘
ヶ
研
砂
珍
″
芽




